
	年　度
	校　種
	講座番号

	平成２５年度
	高
	２１３４


教 科 指 導 講 座 　高　工業
～スキルアップで授業が生き生き～

１　ねらい
工業の「ものづくり」に関わる実践的な技術･技能を身に付け，授業(工業科の実習指導)で活用できるようにする。　
２　対象及び定員　
工業科，総合学科を有する高等学校で工業科目の授業(実習の指導を含む)を担当する教員（講師，実習助手を含む）。
　　　　　　　　　Ｇ１（機械系）　　：定員１１名
　　　　　　　　Ｇ２（電気系）　　：定員２０名
　　　　　　　　Ｇ３（化学系）　　：定員１０名
　　　　　　　　Ｇ４（工業全科対象の先端技術系）：定員１０名
Ｇ５（工業全科対象の先端技術系）：定員１０名
３　期　日　　　  Ｇ１（機械系）　　：８月１９日（月）～２０日（火）　　　
　　　　　　　　  Ｇ２（電気系）　　 ：８月　６日（火）～　７日（水）
　　　　　　　　  Ｇ３（化学系）　　：８月１２日（月）
Ｇ４（工業全科対象の先端技術系）：７月３０日（火）～３１日（水）
Ｇ５（工業全科対象の先端技術系）：８月　１日（木）～　２日（金）
	＊Ｇ４,Ｇ５は同一内容です。
(Ｇ４,Ｇ５については，どちらか一方のみを申し込んでください。)


４　会　場　　　　Ｇ１（機械系）
　　　　　　　　　　岐阜大学 工学部　
 　　　　　　　　　 〒５０１-１１９３　岐阜市柳戸１－１
　　　　　　　　　Ｇ２（電気系）
　　　　　　　　　　岐阜総合学園高等学校　
　　　　　　　　　　〒５００-８２８９　岐阜市須賀２－７－２５
　　　　　　　　　Ｇ３（化学系）
　　　　　　　　　　大垣工業高等学校
　　　　　　　　　　〒５０３-８５２１　大垣市南若森町３０１－１
Ｇ４,Ｇ５（工業全科対象の先端技術系）
　　　　　　　　　　岐阜県工業技術研究所（ぎふ技術革新センター）
　　　　　　　　　　〒５０１-３２６５　関市小瀬１２８８
　　　　　　　　　　                　
５　当日持参物    作業服(工業科の実習で普段利用しているもので可) ＊
               ＊実習に必要な工具や持参機器がある場合には，受講確定者に,岐阜県高等学校教育研究会工業部会の関係分科会から直接連絡します。（講座開催日の１ヶ月前までに連絡する予定）               
６　事前提出資料　なし
７　日程と内容
【Ｇ１：機械系】「ロボット制御」に関する基礎知識と技術の習得 
・機械系教員に必要なロボットの制御技術と製作技術を実習を通して習得します。
　 （ロボットの制御には，ワンチップマイコンボードを利用する予定です。）
	期　日
	時　刻
	研　修　内　容
	講　師

	第１日
8/19
(月)

	９：３０
　９：４５
	【オリエンテーション】
・開講式
・講座の目的，趣旨，日程説明等
	講座担当者


	
	　９：４５
１０：１５
	【講義】
・大学の概要説明
・実習ガイダンス
(実習の進め方に関する説明)
	岐阜大学工学部
准教授
 伊藤 聡  氏
助教
遠藤孝浩 氏

	
	１０：１５　
１１：４５
	【実習】
・マイコンボードを使った制御技術の習得
・開発環境の習得
・例題演習
	

	
	１２：３０
１６：３０
	【実習】
・ロボット等の機構の習得
・例題演習
・プログラミング技法の習得
・ロボットの製作実習
	同上

	第２日
8/20
(火)

	９：３０
１１：３０
	【実習】
・ロボットの製作実習（前日の続き）

	同上

	
	１２：１５
１６：００
	【実習】
・製作したロボットを使った競技会（発表会）
	同上

	
	１６：００
１６：３０
	【研修のまとめ】
・質疑・応答
・閉講式，アンケート
	講座担当者



【Ｇ２：電気系】「組込マイコン制御」
・「組込マイコン制御」を題材として，電気･電子･情報系の教員に必要な電子制御技術を習得します。
・具体的には，以下の３点を中心に実習を通して技術を習得します。
①組込マイコン「ｍｂｅｄ」を用いて，新しいクラウド型開発環境の利用方法を体験し，制御用コンピュータとしての活用方法を習得します。
②各種入出力デバイスの使い方とプログラムの仕方について習得します。
③組込マイコンを利用したWebサーバアプリケーションの作成方法を習得します。
当日持参物 
・ｍｂｅｄ（LPC1768） NXPセミコンダクターズ社　1個
（ｍｂｅｄについては、https://mbed.org/account/login/のsignupから利用者登録を事前にお願いします。）
・ＵＳＢケーブル（ｍｂｅｄ附属）
・半田付け作業ができる工具（半田ごて、こて台、ラジオペンチ、ニッパ、ワイヤーストリッパ、ハンダなど）
・作業服(工業科の実習で普段利用しているもので可)
・マイクロＳＤカードリーダ（ＵＳＢ接続）
	期　日
	時　刻
	研　修　内　容
	講　師

	第１日
８/６
(火)

	９：３０

	【オリエンテーション】
・開講式
・講座の目的，趣旨，日程説明等
	講座担当者


	
	９：４５
　

	【講義】組込マイコン基礎
研修で用いる機器の説明
　－マイコン　(mbed：NXP LPC1768)

　－電子回路基板　(ボードオレンジ)
	岐阜県情報技術研究所職員(３名)

	
	１０：３０
１２：００
	【講義･実習】マイコン開発環境
プログラム開発環境の利用者登録
開発環境の説明


・C言語によるプログラミングの基礎
　　-LED点灯を例題とした実習
【実習】
・入出力デバイスのケーブル作成
	同上

	
	１３：００

	【講義･実習】デバイスプログラミング
・入出力デバイスの使い方
　　スイッチ、温度センサ
　・ファイルアクセス
　　　内部ストレージ、USBメモリ、SDカード
・タイマー
タイマーを用いた割り込み処理
	同上

	
	１５：３０
１６：３０
	【実習】制御基板作成
ブラシ付きモータ制御基板ハンダ付け
	同上

	第２日
８/７
(水)

	９：３０
	【講義･実習】通信
シリアル通信の概要と通信プログラミング
	同上

	
	１０：３０
１２：００
	【講義･実習】モータ制御
・ブラシ付ＤＣモータの駆動プログラミング
	同上

	
	１３：００
	【実習】ブラシ付ＤＣモータの速度制御

	同上

	
	１４：３０
	【実習】Webサーバアプリケーション

	同上

	
	１６：００
１６：３０
	【研修のまとめ】
・質疑・応答
・閉講式，アンケート
	講座担当者



【Ｇ３：化学分野】簡易分析法を用いた水質環境分析と評価技術の習得
　・水質環境分析を通して工業の化学系教員に必要な技術を習得します。
　・具体的には，開催場所に隣接する河川・用水路から水をサンプリングし，パックテストや機器による水質測定を行います。さらに，その結果の評価方法について学びます。
当日持参物

　　・作業服（実習時に汚れる可能性があります）

	期　日
	時　刻
	研　修　内　容
	講　師

	第１日
8/12
(月)

	９：３０
　９：４５
	【オリエンテーション】
・開講式
・講座の目的，趣旨，日程説明等
	講座担当者


	
	　９：４５　
１２：００
	【講義・実習】水質環境分析について
・我が国の水環境，水質指標について
・簡易分析法について
	福井工業大学
工学部
准教授
辰巳佳次 氏

	
	１３：００
１６：００
	【実習】
・現場観察，サンプリング，水質測定
・水質測定結果の評価
	同上


	
	１６：００
１６：３０
	【研修のまとめ】
・質疑・応答
・閉講式，アンケート
	講座担当者



【Ｇ４，Ｇ５：工業全科対象の先端技術系】（航空機や次世代自動車で採用が進む新素材(CFRP：炭素繊維強化プラスチック等)に関する基礎知識と技術の習得） 
　・今後の成長分野と期待される航空宇宙産業や次世代自動車産業で活用され始めている新素材(炭素繊維複合材料等)に関する基礎知識と技術を学びます。
・特に，航空機や次世代自動車などで利用が進む軽量強化部材(熱硬化性･熱可塑性 CFRP：炭素繊維強化プラスチック)の加工技術を，基礎から座学と実習を通して習得します。
・実習に当たっては，岐阜県工業技術研究所(ぎふ技術革新センター)に設置されている設備(実習装置)を利用します。
・実習時には，補助指導員として実習に使う装置の製造メーカーのインストラクターも指導に当たりますので，これまで新素材(炭素繊維複合材料等)を扱ったことがない教員でも，基礎から技術･技能を身に付けることができます。
当日持参物

　　・作業服（実習時に汚れる可能性があります）
場所
　　岐阜県工業技術研究所（ぎふ技術革新センター）　〒５０１-３２６５　関市小瀬１２８８
	期　日
	時　刻
	研　修　内　容
	講　師

	第１日
7/30
(火)

8/1
(木)

	９：３０
　９：４５
	【オリエンテーション】
・開講式
・講座の目的，趣旨，日程説明等
	講座担当者


	
	　９：４５　
１１：３０
	【講義・実習】
・炭素繊維複合材料（CFRP）とは
・炭素繊維複合材料（CFRP）の航空機や自動車での利用方法
	岐阜県工業技術研究所職員
(公財)岐阜県研究開発財団 統括ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ　伊牟田　守　氏


	
	１２：３０
１６：３０
	【講義・実習】
・実習の概要説明、注意事項
・オートクレープやホットプレス，超音波溶着装置を活用した軽量強化部材(熱硬化性･熱可塑性CFRP：炭素繊維強化プラスチック等)の加工実習
	岐阜県工業技術研究所職員

	第２日
7/31
(水)

8/2
(金)
	９：３０
１２：３０
	【講義・実習】
・１日目の実習の続き
	同上

	
	１３：３０
１５：３０
	・１日目の実習の続き

	同上

	
	１５：３０
１６：００
	【研修のまとめ】
・質疑・応答
・閉講式，アンケート
	講座担当者


（この講座については，受講確定者の人数や借用する施設･設備側の都合により，研修内容が若干変更になる可能性があります。）
□備　考
・Ｇ１～Ｇ３の講座は工業科の高度な実習指導ができる程度の技術･技能の習得を目指していますの
で，受講者には「工業科の当該分野※に関する基礎知識」と「基本的な工具が使える程度の技術･
技能」が必要です。　(※) Ｇ１:機械分野，Ｇ２:電気電子分野，Ｇ３:化学分野
・Ｇ４～Ｇ５は基礎から学べる入門講座ですので，当該分野(炭素繊維系の新素材)の基礎知識を，
あらかじめ有している必要はありません。
・欠席，遅刻，早退などの手続きは「受講についての案内」のページを参照の上，所定の様式にて
届け出てください。
・この講座に関する質問は，岐阜県庁 学校支援課 産業教育係(工業科担当　岩島)へお願いします。
ＴＥＬ  ０５８－２７２－１１１１  内線３６９９　iwashima-yoshinori@pref.gifu.lg.jp
平成24年度受講者の声





『実技講習(実習)』を通して，工業科の実習指導に必要な技術･技能の向上(スキルアップ)を図ることができました。他の先生方も，ぜひ受講されることをお勧めします。








